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＜連絡事項＞

・本日の昼食の副食が2人分不足し、盛り付けしたおかずから少しずつ減らしていただいている。

⇒・決められた分量を盛り付けているが不足してしまうため、副食が少ないと思われる場合は事前にスタッフが分量から若干少なく盛り付けるように声を掛けておく。

　・栄養室へ現在の状態を情報提供し分量をきちんと計って届けてもらう。

＜外来情報＞

· 久保　興介様～　4週間分の薬を処方しているが、週1回の問診はきちんと行うよう指示あり。

· 関　秀治様～　　「デイケアとナイトケアを利用するのは疲れるが、自分なりに様子を見たいと

思う」と話される。まだナイトケアメンバーには慣れていないとの事。

· 関口　禅様～　　外泊中に2日間ほど眠れない時があったとの事だが、現在は眠れるようになって

きたと話される。

· 田名部　一樹様～体調は変わりないと話される。独語について質問され「周りにそういう人がいる

から気になる」と話される。

· 大久保　律子様～9/10に幻聴あるためリスパダール液（1日1回服用）を処方されているが「具合

が悪くなり日赤病院の夜間救急で診てもらい筋肉注射をしてもらった」と話される。昔、うみねこ幸房にいた時にトラブルのあった方の声で、幻聴が聴こえて辛いと話される。不調の理由は「リスパダール液が増えたから」と話され「錠剤にしてほしい」と希望されている。

· 横町　浩様～　　デイケアへ通うのは疲れる為「途中しゃがんで休んでいる」と話される。運動は

続けているとの事。

· 田澤　勝敏様～　本日は青山荘での食事作りの為、レシピ作りや買い物を行う事を報告される。食

事を作る事は苦手で食器の準備や食事を配膳すると話される。主治医より、そういう役割も必要である事を助言している。

· 伊藤　雄一様～　「あすなろ交流会へ参加する事はふっきれた。気が楽になった」と話されている。

　　　　　　　　　　主治医より現在の睡眠状況について、19時に眠り１時に起きる事は睡眠時間は

とれているが、周囲の迷惑となる事もある為、生活のリズムを見直すようにアドバイスあり。本日は採血・尿・貧血検査施行。

＜利用者様情報＞

· 井畑　光湖様～　お母様より連絡あり「家の都合で休ませます。予約が沢山入っているので」と話

される。本人の体調について尋ねると「お腹が痛いと言っているが、生理前だからだと思う。様子をみて私が婦人科に連れて行くかもしれない」との事。

· 我満　奈津紀様～「頭痛があり、だるい為休みます」と連絡あり、娘様が以前発熱あった為症状
　　　　　　　　改善見られない時は受診するように勧めている。

· 北村　奈美様～　お母様より「通所出来ない。夜遅くまで起きているから朝起きれない」と電話
　　　　　　　　連絡あり。午後からの通所を促すが歯科通院があるとの事で欠席される。

· 種市　久子様～　10：30「今日デイケアへ行くつもりだったが、風邪が治らない為行けない。今

度は19日に行きます」と話される。訪問看護の利用についての検討は、20日
9:00から予定。

· 大久保　康弘様～数日前に意識を失い転倒した後から、右鼠頸部痛のため整形外科受診している。
　　　　　　　　結果は両股関節の変形があり、飛んだり跳ねたりすることや長時間歩く事は避け
　　　　　　　　るように言われたとの事。エアロビクスに参加したいと訴えた場合は上半身の
　　　　　　　　動きだけ行うように声を掛ける。

· 柳町　信之様～　昨日16：45本人より「疲れやすさと動悸がする為休みます」と連絡あり。ナイ

トケアへの連絡時間やナイトケアの必要性について再度説明し、次回受診時に面談予定としている。

· 前野　義勝様～　10/19福祉会館にて講演予定となっているが「一般の人が来たらどうしよう。大

家さんが来たらどうしよう」と不安を話されるが現在のアパートへは入居時に本人を取り巻く環境については説明している事、長期間住んでいる状況を大家さんがしっかりと把握している事を説明している。

· 番沢　政勝様～　2週間ほど前にお母様が左手首の手術を行った後より、傷の痛みがあり家事が
　　　　　　　　出来ない為、本人ヘ「手伝いに来てほしいと言われた」と話される。内容は洗濯・
　　　　　　　　食器洗い・入浴との事。
　　　　　　　　本人から「俺はやるのが遅いから母さんから怒られるかも。どうやって風呂に
　　　　　　　　入れたらいいのか。けんかになったらどうしよう」等と不安を話されている。
　　　　　　　　以前は介護保険サービスの利用をお母様が拒否されていたが、再度サービス利用
　　　　　　　　について説明し、本人の負担とならないよう関わっていく。

＜事例検討＞

下町　サンコ様（68）　病名：統合失調症　　

～現状～

· 運動や勉強プログラムでは不調を訴え参加されないことが多い。

· 低血圧の為か「フラフラする」と見学される。

～青風荘より～

· 朝5時頃覚醒され、以後はホールに出てくることもある。

· プログラムの途中でトイレに行かれたり「疲れた」と話すことがあるが、少し間をおくと参加する事が出来る｡

～今後の関わり～

· 本人が必要と思われるプログラムは声掛けし参加していただく。

· 合間合間に休憩時間を入れて参加していただく。










